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　　　　アルコール関連問題啓発週間について 

国民の間に広くアルコール関連問題に関する関心と理解を
深めるために、毎年11月10日から11月16日まではアル
コール健康障害対策基本法によりアルコール関連問題啓発
週間と定められています。 

過度な飲酒は、高血圧や糖尿病、肝臓・心臓などの病気、
がん、アルコール依存症などの原因になります。 
また、本人の健康問題だけでなく、飲酒運転や暴力、自殺
などのリスクを高めます。アルコールが原因で起こるこれら
の問題を『アルコール関連問題』と言います。 

お酒は日常生活やイベントには欠かせないものとして世の
中に満ちあふれていますが、お酒に含まれるアルコールは 
依存性のある薬物です。不適切な飲み方をしていると、健
康を害したりアルコール依存症になることがあります。 

あなたの飲酒習慣の危険度はどのぐらいでしょうか。 
以下の健康に害をもたらすようなお酒の飲み方を早期発見 
するため開発されたスクリーニングテスト（AUDIT)をやっ
てみましょう。この機会にアルコールとの付き合い方を 
見直してみませんか。
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